疎甲６６の訳文

我々は、ラウンドアップ耐性小麦を受け入れる気はない。

我々は、カナダモンサント社に、ラウンドアップ耐性小麦の環境影響評価の申請を撤回するように求めているが、今のところ、モンサント社はこれを拒否している。

カナダにおける遺伝子組換え小麦品種を十分な選別を経ないまま、時期尚早かつ無制限に市場に出すことは、消費者たちに混乱と不安をもたらすだろう。カナダの農家に対する経済上、栽培上の否定的な衝撃は、モンサント社のGM作物が商業化される前の段階でも、相当なものであり得るだろう。

確かに、このテクノロジーは未来の潜在的な可能性を秘めているかもしれない。しかし、我々は、今は、ラウンドアップ耐性小麦にとってタイミングは間違っていると信じる。

我々は、私たちの消費者の要求に応えることを決意した。

それが、この場で、我々がラウンドアップ耐性小麦を受け入れる気がないことをモンサント社に知らせようとしている理由である。

写真　左から右へ

ボブ・フリーセン（カナダ農業連合会長）

ニエル・ハーディ（サスカチュワン州農業地方自治体組合会長）

テリー・ヒルデブランド（サスカチュワン州農業生産者組合会長）

リン・ジャコブソン（アルバータ州軟質小麦生産者委員会議長）

ウェルドン・Ａ・ニュートン（中枢農業生産者会長）

ケン・リッター（カナダ小麦販売委員会議長）

ポール・ソラフグッド（冬穀物カナダ株式会社代表）

ネイル・ワグスタッフ（野生バラ農芸生産者議長）

ブルース・ウェブスター（オンタリオ州小麦生産マーケティングボード議長）

以上
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